
オンライン授業における

教材 実態調査レポート

調査結果資料ダウンロード可能

― 「紙」か「デジタル」か
―



オンライン授業における教材実態調査

生徒自身の演習・復習では紙教材を取り入れる講師が多い

講師自身の解説や準備ではデジタル教材が活用されている

紙は「テスト・入試に近い練習」、デジタルは「共有のしやすさ」が評価
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紙教材 紙とデジタルを併用 デジタル教材 生徒さんや内容によって異なる どちらもほとんど使わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

56% 18% 15% 9%

生徒さんの復習・宿題・自習など

生徒さんの授業後の学びについても「紙教材」の選択が最多に。

記憶の定着などの観点から、ここでも紙を選択する場面が多くなっている。

調査：株式会社NoSchool『オンライン授業における教材実態調査』（インターネット調査、回答数100件）



紙教材 紙とデジタルを併用 デジタル教材 生徒さんや内容によって異なる どちらもほとんど使わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

42% 21% 24% 10% 3%

生徒さんが問題を解く場面

生徒さん自身が授業中に手を動かす場面では「紙教材」が最多の結果に。

実際の定期テストや受験における試験形態などの観点から、紙を選択する場面が多くなっている。

調査：株式会社NoSchool『オンライン授業における教材実態調査』（インターネット調査、回答数100件）



紙教材 紙とデジタルを併用 デジタル教材 生徒さんや内容によって異なる どちらもほとんど使わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26% 43% 19% 9% 3%

授業の準備時

紙とデジタルの併用が最も多い結果に。

紙教材を取り入れる講師は69％、デジタル教材を取り入れる講師は62％。（いずれも併用を含む）

調査：株式会社NoSchool『オンライン授業における教材実態調査』（インターネット調査、回答数100件）



紙教材 紙とデジタルを併用 デジタル教材 生徒さんや内容によって異なる どちらもほとんど使わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25% 23% 46% 5%

講師による内容の説明や解説時

説明や解説の際には、デジタル教材の活用が46%と約半数を占める結果に。

オンラインという場所を活かし、画面共有のしやすさからデジタルを選択する講師も多い。

調査：株式会社NoSchool『オンライン授業における教材実態調査』（インターネット調査、回答数100件）



学校のテストや入試
に近い形で練習でき

る
24%

生徒さんが集中し
やすいと感じる

20%

その他
19%

書き込みや図を
加えやすい

11%

途中式や考えた過
程を確認しやすい

10%

勉強した分の積み上
げが可視化しやすい

5%
問題や教材を共
有しやすい

48%

その他
18%

教材を持ち運びやす
く、場所を選ばず使

える
14%

動画・音声・アニメー
ションを使って説明で

きる
10%

各教材形式のメリットについて

調査：株式会社NoSchool『オンライン授業における教材実態調査』（インターネット調査、回答数100件）

紙教材のメリット デジタル教材のメリット



授業・授業準備における生成AIの利用について



授業や授業準備での生成AIの利用率(※直近1ヶ月)

授業準備において、生成AIの活用をしている講師が62%と過半数を占める結果に。

調査：株式会社NoSchool『オンライン授業における教材実態調査』（インターネット調査、回答数100件）
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生成AIを活用している場面

よく使われる場面で多いもの5つを紹介。

自由回答では、「授業での雑談ネタの相談」から「ソフトの開発」「集客サポート」まで幅広い用途が上がっていた。

調査：株式会社NoSchool『オンライン授業における教材実態調査』（インターネット調査、回答数100件）

問題・練習課題の作成

授業内容や指導案の検討

教材・解説文の作成や調整

※複数回答可

授業後の要約や振り返り

生徒さんの答案・記述の確認

45件

33件

33件

25件

16件



生成AIを活用しない理由

生成AIを使わない理由として多いもの5つを紹介。

自由回答では、「個人情報等の情報漏洩の問題」を懸念する声もあった。

調査：株式会社NoSchool『オンライン授業における教材実態調査』（インターネット調査、回答数100件）

必要性を感じていない

正確性に不安がある

出力内容の確認に手間がかかる

※複数回答可

使い方を学ぶ時間がない

内容に合う使い方が分からない

19件

12件

5件

5件

4件



■ 調査概要

調査主体：株式会社NoSchool

調査方法：インターネットによるアンケート調査

調査対象：オンライン家庭教師「マナリンク」に登録している講師833名

調査期間：2026年11月6日〜11月9日

有効回答数：100件

集計日：2026年11月9日



取材のご依頼・お問い合わせ

マナリンクでは、教育やオンライン家庭教師に関する取材・インタビューのご依

頼を受け付けています。取材や、サービス・教育、調査に関するご質問は、以下

よりお問い合わせください。

お問い合わせ先：contact@noschool.asia

担当：池田

mailto:contact@noschool.asia
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